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ロボティクス事業部のご紹介

SMT 
ソリューション

FA
産業⽤ロボット

UMS
産業⽤無⼈システム

ロボティクス事業 投資家様向け説明会

SEMI
半導体後⼯程

ソリューション事業本部⻑
太⽥ 裕之

この度は⼤変お忙しい中、弊社説明会にご参集頂きありがとうございます。
本⽇はこれらの商材を扱っている、ロボティクス事業の概略をご説明いたします。
改めまして、ソリューション事業本部を担当しております太⽥と申します。
本⽇はよろしくお願い申し上げます｡
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ロボティクス事業部の概要

従業員

1,904 名
（2021年1⽉）

創⽴

1984 年 830

2020年売上額
（連結）

億円

37
年の伝統 事業部本社

浜松
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ロボティクス事業ですが、1984年にビジネスを開始しまして、
現状の規模感はこちらのようになっております。
所在地は静岡県浜松市になっております。
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売上⾼の内訳

海外

連結売上⾼＝ 1兆4,713億円
連結営業利益＝ 817億円（2020年度）

ロボティクス
4.0%

（33億円）

営業利益

⾦融サービス
9.3%

（76億円）
ランドモビリティ

22.6％
（185億円）

マリン
61.9%
（506億円）

その他
2.1%

（17億円）

売上⾼

マリン
22.3%

（3,283億円）

ランドモビリティ
64.3%

（9,465億円）

ロボティクス
5.6%

（830億円）

その他
4.6%

（674億円）

⾦融サービス
3.1%

（461億円）

ヤマハ発動機グループの事業展開

3

弊社の中でのロボティクス事業の位置づけです。
ランドモビリティ、マリンに次ぐ柱となるべく伸⻑を続けておりますが、
まだ売上⾼で5%ちょっと、利益貢献は通常は⼤きく出ておりますが
現在は構造改⾰中のYamaha Robotics Holdingsを抱えており⼩さめに出ております。
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SMTソリューション

ロボティクス製品

FA 産業⽤ロボット

UMS

SEMI 半導体製造装置

4

ロボティクス事業の製品ですが⼤きく4種類に分けられます。

“SMT” という⾔葉ですが、“Surface Mount Technology” の略称であり、
SMT事業では、プリント基板の表⾯に電⼦部品を⾃動装着する機械である
表⾯実装機を扱っています。表⾯実装プロセスについては後程詳しくご説明申し上げます。
そして、FA事業は、⼯場の⾃動化という意味のFactory Automation、
これを略してFAといい、産業⽤ロボットを、商材としています。

ロボティクス事業部の傘下として2019年7⽉に半導体後⼯程装置のボンダーを担う
新川、モールドを主商材とするアピックヤマダ、FAのPFAと事業統合し、YMRHを⽴
ち上げました。電⼦基板実装、半導体後⼯程、FAとトータルでご提案できる体制と
なっております。

そして、UMS事業は、無⼈システムという意味のUnmanned Systems を略して
UMSといい、産業⽤無⼈ヘリコプターやドローンを製造・販売しています。
どの事業も、開発・製造・販売・サービスまでを⼀貫して⾏う事業でございます。
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グローバルネットワーク

欧州拠点

⽶国拠点
YAMAHA MOTOR EUROPE 

N.V. IM Business
NEUSS, GERMANY

中国⼦会社
YAMAHA MOTOR IM
(SUZHOU) CO.,LTD.

Suzhou, Jiangsu
ロボティクス 本社

ヤマハ発動機株式会社
ロボティクス事業部
静岡県浜松市北区豊岡町127番地

ロボティクス事業部直轄 ヤマハ発動機グループ会社 ロボティクス開発拠点

⽇本開発拠点

神奈川県横浜市

Marietta, GEORGIA 

インド拠点

5

こちらはグローバルネットワークを表しています。
本社である浜松を中⼼とし、国内には埼⽟、⼤阪、福岡に3拠点。
海外には直轄⼦会社を中国に2拠点、ヤマハ発動機のグループ会社として
欧州、⽶国の2拠点がございます。
それ以外にも、タイ、ベトナムに営業、サービスの拠点、開発拠点としては、横浜、インド、
そして欧州のグループ会社内にも、ブリッジエンジニアを派遣しております。
このように、よりお客様に近い場所でお客様の声に直接⽿を傾け、
より速くソリューションをお届けすることを⼼掛けております。

5



Confidential Copyright © Yamaha Motor Co., Ltd.  All Rights Reserved. 

SMTソリューション

ロボティクス製品

FA 産業⽤ロボット

UMS

SEMI 半導体製造装置

次に、左のＳＭＴ事業についてご説明いたします。
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YAMAHA One-stop Smart Solution

マウンター
SPI

AOI

クリームハンダ
印刷機

フリップチップ
ボンダ

SMD
ストレージ
システム

フィーダー

ディスペンサー

⼤型・異型
部品対応

ソフトウェア

7

当社では、はんだペーストの印刷を⾏う “印刷機”、接着剤塗布を⾏う “ディスペンサ”、
電⼦部品を搭載する“マウンター”、そして 電⼦基板の検査を⾏う “検査機” 、
これらの装置をすべて、⾃社で開発、製造し、お客様へ提供しております。

SMTラインの主要な⼯程の⽣産装置をすべて⼿掛けているのは、“当社のみ” であり、
ラインをトータルで提案できることが当社の⼤きな強みとなっております。
主要装置をすべて⾃社開発することで、
⼈の⼿をできるだけ介在させない“Smart Factory” をより早く実現できるように、
⽇々開発に取り組んでおります。
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表⾯実装での基板の作り⽅

SMTラインの メイン4⼯程

1. 印刷 2. 搭載 3. リフロー 4. 検査
はんだペース
トを基板上に
印刷する⼯程

はんだ上に
部品を搭載
する⼯程

はんだを熱で
溶解→硬化
させる⼯程

基板が正しく
できているか
検査する⼯程

8

ここからは、“SMT”の⽣産ラインとは、どのようなものかを紹介していきます。
まず、⼤きく分けて、SMTラインは4つの⼯程に分かれています。
1つ⽬が、電⼦基板と電⼦部品を電気的に接合するための、
“はんだペースト” を電⼦基板へ、“印刷” する⼯程。
2つ⽬は、“印刷”された“はんだペースト” の上へ、電⼦部品を“搭載” する⼯程。
3つ⽬が、電⼦基板全体へ熱をかけ “はんだペースト” を溶解、硬化させて、
電⼦基板と電⼦部品を接合する “リフロー” ⼯程。
最後に、電⼦基板が正常に作られているかを “検査” する⼯程。
これらのプロセスを経て、電⼦基板は完成します。
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YAMAHA SMT コア技術

⽣産ライン最適化
周辺管理システム

IoT/AI

⽣産ライン最適化
周辺管理システム

IoT/AI

⾼耐久&⾼信頼
精密メカ設計

⾼耐久&⾼信頼
精密メカ設計

光学設計&
画像処理システム

光学設計&
画像処理システム

⾼速&⾼精度
モーター設計
サーボ制御

⾼速&⾼精度
モーター設計
サーボ制御

個別ニーズ
対応⼒

個別ニーズ
対応⼒

SMTプロセス技術、解析&評価技術 （印刷・塗布・実装・硬化・検査）SMTプロセス技術、解析&評価技術 （印刷・塗布・実装・硬化・検査）
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さて、SMTラインの主要⼯程をトータルで提案できることが当社の強みでありますが、
それを実現しお客様の声をスピーディーに製品に反映できるもう⼀つの強みが
コア技術の内製化です。
汎⽤的な市販品では実現できない、SMTに最適化した性能、
コストを内製開発により具現化し、ブラックボックスをなくすことで柔軟な対応⼒に繋げています。
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SMT IoT/M2M Solution by “Intelligent Factory” 
3. ⽌まらない⽣産

- リモートメンテナンス
- ⾃動メンテナンス

1. 不良をゼロへ
- 設備の予知・予兆保全
- プロセスのモニタリングと分析
- 全数検査・トレーサビリティ

2. 無⼈化の実現
- 材料の⾃動供給
- ⾃動段取り替え

10

もちろん、主要設備を揃えるだけではなく、それらを有機的に繋げ、
さらなる付加価値を提供しています。
具体的には、品質のゆらぎを検知し未然に不良を作らないようにすること、
⼈⼿をミニマイズする無⼈化、
そして何より⽌まらない⽣産を実現できるよう⽇々努⼒を重ねています。
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SMTソリューション

ロボティクス製品

FA 産業⽤ロボット

UMS

SEMI 半導体製造装置

つづきまして、ＦＡ事業です。

11



Confidential Copyright © Yamaha Motor Co., Ltd.  All Rights Reserved. 

YAMAHA FA Total Solution

Wide Range
7 Axis

協働ロボット

お客様のあらゆる
⾃動化ニーズに応える

豊富なラインナップ

12

産業⽤ロボットは様々な業界の製造現場で使われており、私たちの豊かな⽣活を⽀える上で無
くてはならない製品となっています。
例えば、⾃動⾞のエンジンやモータへの電⼒供給を制御するPCU（パワーコントロールユニット）
やカーナビ。
電気機器業界では、スマートフォン⾃体や構成部品であるカメラモジュールやバッテリーパック、
液晶などを製造する⼯場で使われています。
さらには今まで⾃動⾞・電気機器業界に⽐べてあまり導⼊されていなかった⾷品業界や
医療業界、化粧品業界でも採⽤が増えています。
⾷品業界では包装後の箱詰めやラベルの貼り付けなどに、
医療業界では、患者様1⼈1⼈に合わせた薬の種類、
個数でのパッキングや注射器の製造⼯程などに、
化粧品業界ではチークやアイシャドーの製造や容器製造などに使われています。
それらの⼯程にはそれぞれ適したロボットがあり、ヤマハ発動機では⼩型製品の製造ラインに
必要な様々な種類の産業⽤ロボットをラインナップしています。
• 部品の搬送に使⽤される電動アクチュエータや単軸ロボット
• ⾼速動作によって⽣産量を向上し、⽣産設備をコンパクトにすることで、⽣産性を

⾼めることの出来るスカラロボット
• 製品を各⼯程間で⾼速搬送することで、⾃動化されたラインの⽣産性を格段に

⾼めるリニアコンベアモジュール
• ネジ締め⼯程や、シーリング⼯程に最適な直交ロボット
• 関節数が多く、複雑な動作の⾏える垂直多関節ロボット
などです。
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LCMで何が変わる?
・設備の⽣産性向上(加速度・最⾼速度)
・投資効率アップ (スライダー上作業可・省スペース)
・トレーサビリティの実現

YAMAHA FA リニアコンベアモジュール概要

最⾼速度

2500mm/s

停⽌精度

±5μm

最⼤可搬質量

15kg

ダイレクト位置決め

循環動作

逆⾛可能

スライダ上で
作業可能

⾼速・⾼加速度動作

なめらかに減速停⽌

13

その中でも最近、好評を頂いているのがこのリニアコンベアモジュールです。
⾼速搬送＆⾼精度位置決めが可能な搬送システムであり⽣産量を23%UPさせた
実績などが評価されているものです。
他にも設備スペースの削減、トレーサビリティの精緻化にも貢献します。

また今年4⽉には、このリニアコンベアモジュール「LCMR200」が、
国際的に権威のあるドイツのデザイン賞「iFデザインアワード」と「Red Dot Award」を
受賞しました。
受賞にあたっては、外観の良さだけでなく、
課題解決性、機能性、⾰新性や差別化、ブランドへの貢献や、社会への貢献
など、⾊々な視点で審査されるようです。
LCMシリーズの、
・搬送時間短縮による⽣産性向上で、省資源、⼯場の省スペース化を実現したり、
・モジュール化によるセットアップの簡易化で、⽴上げ時間短縮、⼯数削減の実現可能な部
分などが評価されたのだと考えています。

13
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YAMAHA FA スカラロボット

14

⼯程ごとに最適な機種を選定可能

全⽅位タイプ

中型タイプ

⼤型タイプ

⼩型タイプ

タイニータイプ

壁取付け・インバースモデル

防塵・防滴モデル

クリーンモデル

● コンパクト
⼩さいスペースに設置可能

● ⾼速動作
直交ロボットより圧倒的に速い

● 低コスト
直交や垂直多関節より低コスト

● ⾼精度
繰り返し位置決め精度 ±0.01mm

14

また、組⽴など作業を⾏う主役の⼀つ、スカラロボットはコンパクト、⾼速、低コスト、
⾼精度の特徴を持ち業界随⼀とも⾔えるラインナップとも相まって幅広い⽤途に
お使い頂いています。
最近多く使われている⽤途としては、太陽光パネル製造、バッテリー製造、
化粧箱の製造などがあります。

⼯程に対してスカラロボット、リニアコンベアモジュールのみではなく単軸、
直交ロボットから垂直多関節ロボットまで取り揃えることで
トータルでの提案が可能となっていることが当社の強みです。

14
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SMTソリューション

ロボティクス製品

FA 産業⽤ロボット

UMS

SEMI 半導体製造装置

SEMIと呼んでいる、半導体製造装置についてご説明します。

15
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ヤマハロボティクスホールディングス Company Structure

SHINKAWA LTD. APIC YAMADA CORPORATION PFA Corporation

Yamaha Robotics Holdings Co., Ltd.

設⽴
1959年8⽉6⽇
※2019年7⽉1⽇に
「株式会社新川」より商号変更

本社所在地
東京都港区海岸1-16-1 
ニューピア⽵芝サウスタワー 21階

株式会社 新川 アピックヤマダ株式会社 株式会社PFA

Yamaha Motor Co., Ltd.

ヤマハ発動機株式会社

※ヤマハモーターロボティクスホールディングス株式会社は、
2021年1⽉より社名を変更しました。

Established on 
July 1st 2019

FOWLPのモールドでは業界トップシェアボンディング技術で最先端半導体をつなぐ 半導体製造⽤に多彩なFA装置を創り出す

ダイボンダ、ワイヤボンダ、フリップチップボンダなど
半導体製造装置の製造、販売。

モールド、リード加⼯などの半導体製造装置、
⾦型と超精密リードフレーム部品の製造、販売。

カメラ、⽔晶、フラットパネルディスプレイなど組⽴、
実装、検査の各種製造装置を製造、販売。

 ダイボンダ装置
 ワイヤボンダ装置
 フリップチップボンダ装置

 モールド装置／⾦型
 リード加⼯装置／⾦型
 リードフレーム部品

 各種FA装置
カメラモジュール、 FPD、
⽔晶デバイスなどのFA装置

【拠点】 東京都／武蔵村⼭、静岡県／浜松 【拠点】 ⻑野県／千曲 【拠点】 埼⽟県／坂⼾
16

2019年に⼦会社化したヤマハロボティクスホールディングスですが、
半導体製造の後⼯程を担う装置群を取り扱っています。
具体的にはウェハー部品をサブストレートと呼ばれるパッケージ基板に装着、
導通を⾏うボンディング装置の新川。
その後に樹脂封⽌を⾏うモールディング装置のアピックヤマダ。
スマホなどに搭載されるカメラや⽔晶発振⼦を組み⽴てる装置のPFAの三社で
構成しています。

16
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YAMAHA Group Turnkey Solution

SMT市場と半導体後⼯程市場をつなぎ
新たなソリューションを提供する

ロボティクスとの融合がプロセスの
⾃動化、合理化、無⼈化
を可能にする

17

半導体後⼯程でもOne-stop Smart Solutionを提供できるよう、
新川、アピックヤマダ、PFAの商品群のみならず、
SMT/FAの商材を組み合わせて提案できる体制を構築しています。

17
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SMTソリューション

ロボティクス製品

FA 産業⽤ロボット

UMS

SEMI 半導体製造装置

さて最後にUMS事業です。

18
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UMS事業の変遷 ⽇本の農業に⽋かせぬ存在へ

474

838 923

454

33.1%

42.5% 45.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

無⼈ヘリ散布(延⾯積） 有⼈ヘリ散布（延⾯積） 無⼈ヘリ⽔稲カバー率

⽔稲空中散布⾯積の推移 有⼈ヘリから代替 ⽇本⽔稲４５％を散布

散布カバー⾯積

１００万ｈａ

有⼈機
無⼈ヘリ

散布⾯積（千ha)

有⼈＜無⼈

カバー率

923 

63 53 
9 

⽔稲防除
⻨防除
⼤⾖防除
その他

2020年 全国散布実績：1,049千ha
作物別散布実績（千ha）
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⽇本の稲作の農薬散布は⼈の重労働を伴う作業以外では、
有⼈ヘリでの散布が主流でした。
しかし、有⼈ヘリは⾼度を必要とするため農薬の周辺への⾶散といった問題、
そして何より墜落事故のような場合、⼈命に関わるといった問題をかかえておりました。
そのため、当社は低空での散布が可能な無⼈ヘリを上市し徐々に有⼈ヘリを代替。
現在では⽇本の⽔稲の45%を当社製の無⼈ヘリで散布するようになっています。

19
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農業ソリューションの拡⼤

WiFi
Bluetooth

Internet

→ 散布データ
→ 散布状況 他

他散布情報 ←
リソース調整 ←
⽣育調査 ←

無⼈ヘリ／ドローン
利⽤シーンでの
使い分け

“ドローン”
＋

ＩｏＴ
スマート農業アシスト 散布管理システム〜圃場管理〜⽣育診断

20

この無⼈ヘリはある程度⼤規模な農地へ散布するのには最適ですが、
⼩規模農地では昨今よく聞く電動ドローンの⽅が効率がよくなります。
無⼈ヘリで培った散布品質を維持しながら電動ドローンも揃えた上で、
さらに⽣育状況に応じた散布、その管理やリソース配分を効率的に⾏うスマート農業への
⽀援までトータルで農業へのソリューションを提供できるようにしております。

20
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ロボティクス事業のこれから

ここからはロボティクス事業のこれからに関してお話しします。

21
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ロボティクス事業が⽬指す領域

市場・顧客

新
規

既
存

既存 新規

工場まるごと
最適化

新規事業領域
挑戦

新分野自動化

製
品
・サ
ー
ビ
ス

ソリューション
強化

省人化・自律化

 ロボティクス事業が中長期的に取り組む４つの重点領域

22

22

我々がロボティクス技術を活⽤し、どのように社会課題を解決しようとしているかを、
こちらの4象限の図、製品･サービスの縦軸と市場･顧客の横軸を新規/既存で
分類した中でご説明します。
⼈が⼈らしく働けるように、ロボティクス技術を活⽤しソリューションを提供してまいります。
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⼯場まるごと最適化

困りごと
生産性の維持向上
人件費高騰
ノウハウの伝承

ソリューション
省人化・自律化で
止まらない
不良を作らない工場に

市場・顧客

新
規

既
存

既存 新規

工場まるごと
最適化

新規事業領域
挑戦

新分野自動化

製
品
・サ
ー
ビ
ス ソリューション

強化

省人化・自律化

23

まずは左上の領域、我々は⼯場まるごと最適化を標榜して取り組んでいます。
⼈件費の⾼騰、⼈⼿不⾜、ベテランのノウハウの伝承、
そして⽣産性の維持向上といった困りごとが現場には存在します。

私どもはこれらのお困りごとに対して、『省⼈化･⾃律化で ⽌まらない･不良を作らない⼯場』
を作るお⼿伝いができることを⽬指しています。
例えば、ラインからの部品残数情報に基づいて⾃動部品庫に予め部品を準備させ、
その部品を⾃動でラインサイドに搬送、部品切れを起こす前に予備を補充しておく、
例えば、品質の揺らぎを検知してそれを⾃律的に修正する、
例えば、無駄時間を最⼩化しスループットを最⼤化する⽣産計画を作成する、
例えば、設備のちょっとした変調を検知し予知保全に繋げる、
などあたかも優秀な現場管理者、⽣産技術者、保全技術者がいるかのような現場を
作ろうとしています。

また、典型的な無価値時間である搬送時間を最⼩化し、
かつ貴重な⼯場フロアの占有⾯積も最⼩化するリニアコンベアモジュールといった
ソリューションも提案しています。

23
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新分野⾃動化

市場・顧客

新
規

既
存

既存 新規

工場まるごと
最適化

新規事業領域
挑戦

新分野自動化

製
品
・サ
ー
ビ
ス ソリューション

強化

省人化・自律化

 FA事業  UMS事業

 急成長する協働ロボット市場への参入

 人による低価値・高負荷作業の自動化

 撮影用小型ドローンの開発

 新事業開拓： 海外農業/森林計測/物流

24

さて、こちらは右下を中⼼とした領域です。
産業⽤ロボットを扱うFA事業では、昨年プレスリリースを⾏いました東京ロボティクス社との
コラボでの協働ロボットの開発を進めております。
協働ロボットは既に各社から出ていますが、
我々はさらに⾼いお客様価値の提供を⽬指しています。

また、ロボティクス技術の適⽤範囲は⼯場の中だけには留まらず、
安全安⼼を提供すべく撮影⽤の⼩型ドローンを開発したり、
森林計測や物流と⾔った新たなビジネス領域の開拓にも取り組んでおります。

24
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市場・顧客

新
規

既
存

既存 新規

工場まるごと
最適化

新規事業領域
挑戦

新分野自動化

製
品
・サ
ー
ビ
ス ソリューション

強化

省人化・自律化

新規事業領域挑戦

 医療分野
 手作業だった細胞の

ハンドリングを自動化

 農業分野
 Robotics Plus社へ出資

・農作物パッキング・収穫自動化

出典：Robotics Plus社

 Yield Technology Solutions社と提携
・ぶどう収穫量予測・気象データ予測で効率化

出典： Yield Technology Solutions社

25

25

さて、こちらは右上の領域です。
農業⾃動化においてNZのRobotics Plus社に出資し、
リンゴのパッキングの⾃動化を進める
社内の技術･研究リソースでぶどうの収穫の⾃動化にトライするといった分野。

医療分野においては細胞ハンドリングを⾃動化し、
抗がん剤マッチングといった領域に取り組んだりしています。
まだ、これからの分野ですが、新しいopportunityを拡げる取り組みです。
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ソリューション、ものづくり強化

市場・顧客

新
規

既
存

既存 新規

工場まるごと
最適化

新規事業領域
挑戦

新分野自動化

製
品
・サ
ー
ビ
ス ソリューション

強化

省人化・自律化

 PF戦略でモデルを集約する
■ マウンター PFモデル開発

Model A

ZPF AModel B

Model C

Model D

Model E

Model F

Model G

ZPF B

ZPF C

高速多機能 P/F
YRM20

2020年発表

26

最後になりますが、左下の領域、現在のコア領域です。
マウンター事業はM&Aを進めてきた経緯も有りモデル数が少し多すぎる
状態になっています。
これらをPF（プラットフォーム）化することにより、投⼊する技術資源の効率化、
モノづくりの効率化だけでなくお客様にとっても使い勝⼿の統⼀化や予備部品の共通化、
さらには設備納期の短縮といったメリットを出すことを狙っています。
昨年第1弾モデルYRM20を発表、ここで開発したPFユニットを共⽤して
第2，第3のモデルを投⼊していく予定です。

当社の強みであるOne-stop Smart Solutionをさらに磨いていくことにより
ドメインの拡⼤と事業成⻑を両⽴して参ります。
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私からは事業の全体の概要をご説明いたしました。

我々の有する事業は、どの事業も“⼆輪⾞のヤマハ”といった⼀般の⽅の
お持ちのイメージとは違うと思いますが、
我々の製品は、⼆輪⾞やマリンのエンジン・ボディの製造⼯程で培った
ものづくり技術に端を発した商品群です。
ヤマハの⼀事業としてソリューションを提供する、すなわち、
お客様のお困りごとに寄り添い、“⼯場まるごと最適化”までできる価値提案を通じて、
社会課題の解決を進めていきたいと考えております。

私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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